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①  研修の日時 

平 成 ３０ 年 ７月 １９ 日 （木 ）～２０日 （金 ）、２３日 （月 ）～２５日 （水 ）  

②  研修の内容（できるだけ詳しく記載してください。） 

７月１９日～２０日 

・瑞風の出迎え 

・公民館と宍道地区社会福祉協議会らとの協議への出席 

  ・事務作業の補助 

  ・サマーキャンプの計画、準備 

７月２３日～２５日 

 ・サマーキャンプの補助（プログラム進行の管理等） 

③  研 修 の感 想  

（研 修 の全 般 的 な感 想 、各 団 体 での活 動 の 意 義 や協 働 に 対 する感 想 （研 修 前 後 におけ

る意 識 の 変 化 ）等 について記 入 してく ださい。 ）  

 

宍 道 公 民 館 で５日 間 研 修 させてい ただ いたの ですが、ま ず印 象 に残 った のは 住 民 や地

域 の団 体 との接 点 が非 常 に密 接 なことでし た。 

宍 道 駅 での瑞 風 の出 迎 えをはじめ、公 民 館 の事 業 は、地 域 住 民 と 一 体 となって行 ってお

り、ま た地 域 の団 体 の方 々も 、自 主 的 に 公 民 館 施 設 を利 用 して健 康 や福 祉 等 に関 する 様

々な活 動 ・サーク ルを行 っており、公 民 館 がと ても 賑 わってい ました。 

公 民 館 職 員 の方 々も 住 民 に対 して、親 身 に なって対 応 されている姿 も 印 象 的 でし た。 

研 修 の中 心 的 な内 容 は、宍 道 公 民 館 と 宍 道 町 青 少 年 育 成 協 議 会 主 催 のサマーキ ャン

プトライアルの準 備 およ び運 営 補 助 でした が、このキ

ャンプをと おして地 域 の町 づくりに参 加 する意 義 や

地 域 での子 ども の育 成 の重 要 性 を学 びま した。 

このキャンプは、あえてプロ グラムを細 かく決 めず、

「自 由 作 戦 」と称 し て子 どもた ちが自 由 に活 動 を考

えて行 動 する時 間 を 多 く とることで、子 ども た ちが 「気

づき・考 え・行 動 する力 」を育 み、自 主 性 を 育 むこと

を目 的 としていま した 。 

遊 びや宍 道 の町 について精 通 している 公 民 館 職 員

らのスタッ フが 、遊 びながら、子 ども に自 主 性 や協 調 性
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を身 につけられ るよう指 導 をしていま した 。 

子 ども た ちにとって、学 校 では教 わらない遊 びや町 のことを学 ぶ場 となり、また 、地 域 の方 々

と接 点 を持 つこと のできる 有 意 義 な活 動 とな ったと 思 い

ま す。 

私 自 身 も 、地 域 の 子 ど も た ちや、地 域 で活 躍 されて

いる スタッ フと交 流 したこと で、普 段 見 ることの できない

地 域 の教 育 の 現 場 を知 る こと ができま した。ま た 、そうい

った 活 動 に参 加 することで、地 域 の一 員 と なる楽 しさを

感 じることできま した 。    

短 い期 間 ではあ りま した が、普 段 の業 務 とは異 なる

分 野 や、県 民 と直 接 接 する 現 場 を学 べた ことは貴 重 な経 験 となりま した 。 

ま た、個 人 としても 今 後 も っと地 域 に関 わっていこうと積 極 的 にな ることができた 有 意 義 な研

修 となりました 。  

④ その他特記事項  

（※今後の研修実施に当たっての改善点、留意しておくべきことなどがあれば記入してください。） 

（注 １ ）研 修 日 時 ・内 容 等 がわか る資 料 があれ ば、添 付 してく ださい。 

(注 ２ ) 報 告 書 は、平 成 31 年 1 月 31 日 までに 人 事 課 あ てにメールで提 出 してく ださい。 
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